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Ⅳ 教科に関する特徴的な問題

(1) 小学校国語

報告する文章を書く際に、図表やグラフを用いた目的が理解できているかが問われています。

＜調査問題 国語＞

平均正答率 無解答率

京都府 71.9％ 0.4％

全 国 71.2％ 0.5％

☆京都府の平均正答率は、全国平均を0.7ポイント上

回っている。

☆報告する文章等を書く指導の際に、図表やグラフ

を用いた方がわかりやすい場合があることを押さ

え、用いる目的を考えさせることが必要である。

☆図表の読み取りが学習の中心になったり、図表や

グラフを自分で作成する活動に過度に偏るなど、

他教科等で行うべき指導とならないよう留意する

必要がある。



 - 16 - 

(2) 小学校算数 

 

 

 

 

＜調査問題 算数＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 示された計算の仕方を解釈し、減法の場合を基に、除法に関して成り立つ性質を言葉を用いて

説明することが問われています。 

 平均正答率 無解答率 

京都府 32.5％ 8.2％ 

全 国 31.1％ 10.8％ 

 

 ☆京都府の平均正答率は、全国平均を 1.4 ポイント上回っている。 

☆減法の考え方を基にすると、①わられる数とわる数に同じ数をかける、②わられる数とわる

数を同じ数でわる、③商が変わらないという、３つの要素すべてを答える必要があるが、解

答類型を確認すると、30.6％の生徒は①～③のうち、１つ又は２つしか答えることができて

いない。 

☆指導に当たっては、問題の構成要素に着目して本質を捉えたり、条件を変えることで発展的

に考えたりする活動を取り入れることが考えられる。 
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(3) 中学校国語

説得力のある意見文にするために、集めた資料を基にして根拠を補ったりすることが問われ
ています。

＜調査問題 国語＞

平均正答率 無解答率
京都府 79.9％ 6.0％
全 国 77.8％ 7.9％

☆京都府の平均正答率は、全国平均を2.1ポイント上回っ
ている。

☆指導に当たっては、自分の考えを支える根拠が適切に述
べられているかを確認させることが大切である。

☆また、その根拠が不十分な場合、複数の実例やデータなど
を示して根拠を明確にし、読み手にとって分かりやすい
文章にすることが大切である。
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 (4) 中学校数学 

 

 

 
 
   ＜調査問題 数学＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図形の性質を考察する場面において、統合的・発展的に考察し、図形の形を変えても同じ
結論が成り立つための前提を見いだすことが問われています。 

☆京都府の平均正答率は、(3)では全国平均を 2.2 ポイント上回っている。 
☆正答者のうち 23.0％の生徒は、前提についての記述が十分でなかったり、数学の用語
を用いて書けていなかったりしている。 

☆(1)、(2)の正答率は 75％以上であり、数量や図形などについての知識・理解は一定の
定着が図られていると考えられることから、指導に当たっては、それぞれの知識・理解
を統合し新たな条件を見いだしたり、見いだした条件を正確に表現したりする活動を取
り入れることが考えられる。 

(3) 平均正答率 無解答率 

京都府 55.5％ 15.6％ 

全 国 53.3％ 17.6％ 
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  (5) 中学校英語 

 

 

 

 

    ＜調査問題 英語＞ 

     
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

与えられたテーマについて考えを整理し、文と文のつながりなどに注意してまとまりのあ
る文章を書くことができるかどうかが問われています。 

☆京都府の平均正答率は、全国平均を 0.1 ポイント上回っている。無解答率は全国平均
を 1.9 ポイント下回っていて、書こうとする意欲は高いが正確性に課題がある。 

☆指導に当たっては、日々の授業の中でコミュニケーションを行う目的・場面・状況を
設定した言語活動を取り入れなければならない。また、「書くこと」においては、伝え
たいことの情報を正確に捉え、整理したり確認したりしながら書くことや「正確に」
書くことにこだわって指導していくことが大切である。 

☆この問題の正答率は 1.9％と大変低い。目的・場面・状況等を前提として、誰に向けて
のものかを意識して思考し、表現できる力をつけるための授業改善が求められる。 

 平均正答率 無解答率 

京都府 1.9％ 6.4％ 

全 国 1.8％ 8.3％ 

 


